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小松島市地域公共交通計画（素案）に対するパブリックコメントの実施結果 

 

1 意見募集案件 小松島市地域公共交通計画（素案） 

2 意見募集期間 令和 5年 1月 20日（金）～令和 5年 2月 3日（金） 

3 閲覧場所 市ホームページ 

小松島市地域公共交通活性化協議会事務局 

（市役所１階市民生活課）   

4 意見提出者数 2名 

5 意見提出件数 3件 

6 意見の概要に対する 

協議会の考え方 

下記のとおり 

 

№ 意見の項目 意見の概要 協議会の考え方 

1 

和田島線(イオ

ンモール経由)

について 

 施策①路線バスの再編で和田島線を

目佐和田島線と同様に市内完結路線へ

部分移行。将来的には市内完結路線への

転換を検討とありますが、小松島市に大

型商業施設や魅力あるスポットが残念

ながらないため土日祝日は従来通りの

時間帯でイオンモール経由徳島駅前ま

で走る便を残してほしいです。 

計画（素案）では、新たな交通モー

ド（デマンド交通）導入等、移動手段

の総動員により、移動手段を確保した

うえで、幹線路線と協定路線の位置づ

けを踏まえつつ、利用実態に対応した

バス路線の再編による効率化を図る

こととしております。 

【参照：（Ｐ66）課題解決に向けた

方向性】 

2 

南小松島駅の

待合環境につ

いて 

 施策⑨施設の概要に観光などで訪れ

る南小松島駅の待合環境の改善を図り

ますとありますが、南小松島駅にあるト

イレは非常に古く水洗ではありません。

薄暗いため防犯面も気になります。他の

県・市の主要駅に行くときれいで清潔な

トイレがあり観光客または駅を利用す

る地域の人も気分よく利用することが

できます。南小松島駅に水洗で利用しや

すいトイレを整備していただきたいで

す。 

計画（素案）では、地域拠点や主要

施設で公共交通を利用しやすい環境

整備を進めていくこととしておりま

す。また、今後のアフターコロナで観

光客の増加することを見据え、観光客

など初めて小松島市内で公共交通を

使う人にとっても利用しやすい主要

施設とするように取り組んでいきた

いと考えております。 

【参照：（Ｐ67、68）課題解決に向け

た方向性】 
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№ 意見の項目 意見の概要 協議会の考え方 

3 
公共交通全般

について 

現在は、市民の車の所有率は高く、一

人一台という世帯もあり、まだ公共交通

を主要な移動手段として利用する人は

少ないと思います。 

しかし、今後、高齢者が増加し免許返

納する人も増えると想定され、公共交通

がますます欠かせないものとなると思

います。 

誰もが活躍できるまちになるために、

誰もが使いやすい公共交通を取り入れ

てほしいです。 

公共交通の必要性や維持・充実に対

するニーズは高いものの、積極的な利

用に繋がっていないのが事実です。 

今後更なる高齢化の進展により、運

転に不安を持つ高齢者の数は増加し、

地域をカバーする公共交通の役割は

重要性を増すことが予想されます。 

このことから、市内各地で利用促進

運動を展開していくとともに、新たな

交通モード（デマンド交通）導入等の

モーダルミックスを推進してまいり

ます。 

【参照（Ｐ66）課題解決に向けた方向

性、（P89）施策⑬「当事者意識醸成と

利用促進運動の展開」】 

 


